
令和5年（2023年）8月1日 第205号  （8）

○賛成●反対△退席

※�会派等とは、公明（座間市公明党）、共産（日本共産党座間市議団）、自民い（自民党・いさま）、大志（ざま
大志会）、無会（会派に属さない議員）のことです。

6 月 定 例 会 の 審 議 結 果

議案
番号 件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否
公
明

共
産

自
民
い

大
志

無
会

２６ 専決処分の承認について（令和５年度座間市一般会
計補正予算（第１号）） 承認 ○ ● ○ ○ ○

２７ 専決処分の承認について（令和５年度座間市一般会
計補正予算（第２号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○

２８ 専決処分の承認について（座間市市税条例の一部を
改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○

２９ 専決処分の承認について（座間市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○

３０ 専決処分の承認について（座間市職員の特殊勤務
手当に関する条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ◯2

●2
３１ 令和５年度座間市一般会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

３２ 令和５年度座間市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

３３ 令和５年度座間市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

３４ 座間市市税条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

３５ 座間市印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ●

３６ 座間市火災予防条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

３７ 損害賠償の額を定めることについて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

３８ 市道の路線の認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

３９ 令和５年度座間市一般会計補正予算（第５号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

４０ 財産の取得について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

４１ 令和５年度座間市一般会計補正予算（第６号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

４２ 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

４３ 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

４４ 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

４５ 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

４６ 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

４７ 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

４８ 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

４９ 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

50 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

51 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

議案
番号 件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否
公
明

共
産

自
民
い

大
志

無
会

５2 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

５3 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

５４ 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

５５ 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

５６ 人権擁護委員の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

５７ 人権擁護委員の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

５８ 人権擁護委員の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○
議提
12 北朝鮮による飛翔体発射に抗議する決議について 原案可決 ○ △ ○ ○ ●

議提
13

薬剤耐性菌感染症の蔓延防止への取組体制の強
化を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ◯1

●3
議提
14

特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置
を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
15

生物多様性の保全・ネイチャーポジティブの対
策の強化を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
16

従来型（紙）健康保険証の存続を求める意見書
の提出について 原案可決 ○ ○ ● ○ ○

議提
17

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出につ
いて 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯2

△2
陳情
51 透析患者の通院への助成についての陳情 不採択 ○ ○ ● ● ◯

陳情
53

地方財政の充実・強化を求める意見書を国に提
出することを求める陳情 採択 ○ ● ○ ○ ◯2

△2
陳情
57

公園・子供広場にできるだけトイレを新設する
ことを求める陳情 不採択 ○ ○ ● ● ◯1

●3

会 派 の 構 成 （ 議 席 番 号 順 ）

座間市公明党 　加�藤�　�学　　伊�藤�多�華　　上�沢�本�尚　　安�田�早�苗

日本共産党座間市議団 　星野久美子　　守�谷�浩�一

自民党・いさま
　内�藤�幸�男　　清�水�　�剛　　髙�波�貴�志　　熊�切�和�人

※荻�原�健�司　　竹�田�陽�介　　京�免�康�彦　　吉�田�義�人

ざま大志会 　松�橋�淳�郎　　美�濃�口�集　　川�﨑�高�一　　沖�本�浩�二

会派に属さない議員 　須�﨑�友�康　　長�瀨�未�紗　　安海のぞみ　　沖�永�明�久
※議長のため、表決には加わりません。

▽
議
案
第
33
号　

令
和
５
年
度
座

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　

総
合
政
策
部
所
管
事
項
、
基
地

政
策
事
務
費
に
つ
い
て
「
神
奈
川

県
基
地
関
係
県
市
連
絡
協
議
会
で

の
会
議
の
頻
度
や
研
修
内
容
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
」
と

の
質
疑
に
対
し
「
会
議
は
年
間
で

４
回
、
研
修
内
容
は
、
令
和
５
年

度
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
令

和
４
年
度
は
世
界
と
日
本
の
基
地
、 

令
和
３
年
度
は
日
本
外
交
と
日
米

同
盟
の
意
義
で
し
た
。
令
和
２
年

度
と
令
和
元
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
で
研
修

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
広
報

発
行
事
業
費
に
つ
い
て
「
原
材
料

費
の
高
騰
に
伴
う
増
額
措
置
と
の

こ
と
だ
が
、
単
価
が
上
が
る
と
い

う
こ
と
か
、
ま
た
、
幾
ら
か
ら
幾

ら
に
な
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対

し
「
税
込
み
で
単
価
７
・
３
３
３

円
か
ら
８
・
９
５
４
円
に
上
が
り

ま
す
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
未
来
部
所
管
事
項
、
民

間
保
育
所
整
備
助
成
事
業
費
に
つ

い
て
「
公
募
の
参
加
資
格
に
お
い

て
、
今
回
は
認
可
外
の
保
育
事
業

者
も
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、
今

後
、
同
じ
よ
う
な
募
集
を
す
る
と

き
に
認
可
外
の
保
育
事
業
所
も
参

加
で
き
る
予
定
な
の
か
」
と
の
質

疑
に
対
し
「
参
加
資
格
に
関
し
て

は
、
今
後
も
今
回
の
要
項
に
準
じ

て
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
」
と
の

さ
ら
に
「
近
隣
住
民
へ
の
聞
き
取

り
な
ど
は
行
っ
た
の
か
」
と
の
質

疑
に
対
し
「
近
隣
住
民
へ
の
聞
き

取
り
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
所
管
事
項
、
保
守
等

業
務
委
託
料
の
債
務
負
担
行
為
の

補
正
に
つ
い
て
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

保
守
点
検
委
託
を
５
年
か
ら
単
年

に
変
更
す
る
理
由
は
」
と
の
質
疑

に
対
し
「
物
価
高
騰
や
社
会
情
勢

を
踏
ま
え
て
対
応
で
き
る
よ
う
に

単
年
度
契
約
と
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
39
号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
34
号
、
第
40
号
以
上
２

件
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
35
号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た

（
一
部
委
員
退
席
）。　

▽
陳
情
第
53
号
は
、
全
員
賛
成
で

採
択
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
51
号
は
、
可
否
同
数
に

つ
き
、
委
員
長
裁
決
で
不
採
択
と

し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
36
号
、
第
37
号
、
第
38

号
以
上
３
件
は
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
57
号
は
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
部
所
管
事
項
、
教
育
研
究

事
業
費
に
つ
い
て
「
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
事
業
を
行
う
こ

と
に
手
を
挙
げ
た
の
は
、
現
場
で

実
際
に
授
業
を
し
て
い
る
教
員
の

方
々
の
意
見
な
の
か
、そ
れ
と
も
、

教
頭
や
校
長
な
ど
の
上
層
部
の
意

見
な
の
か
」と
の
質
疑
に
対
し「
校 

内
研
究
主
任
を
中
心
と
し
た
グ
ル 

ー
プ
で
話
し
合
っ
て
判
断
さ
れ
た

と
理
解
し
て
い
ま
す
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
文
化
財

保
存
・
活
用
事
業
費
に
つ
い
て「
顔

面
把
手
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
、 

ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
の
か
」

と
の
質
疑
に
対
し
「
現
在
、
活
用

の
方
針
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
例

え
ば
、
名
前
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を

つ
け
る
こ
と
や
、
皆
様
に
愛
さ
れ

る
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
と
し

て
、
郷
土
愛
を
醸
成
す
る
よ
う
な

活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

都
市
部
所
管
事
項
、
施
設
点
検

パ
ト
ロ
ー
ル
要
補
修
路
線
維
持
管

理
事
業
費
に
つ
い
て
「
実
際
に
家

屋
に
被
害
が
生
じ
た
と
の
申
出
が

あ
っ
て
か
ら
、
令
和
５
年
第
２
回

定
例
会
で
補
正
予
算
を
提
案
す
る

こ
と
に
至
る
ま
で
、
そ
の
住
民
の

方
と
ど
の
く
ら
い
協
議
し
た
の

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
「
住
民
の

方
と
直
接
会
っ
た
の
は
１
回
、
そ

の
後
、
電
話
で
数
回
対
応
し
ま
し

た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
「
工
事
場
所
と
家
屋
の
位
置

関
係
は
」
と
の
質
疑
に
対
し
「
２

軒
と
も
道
路
の
横
に
あ
る
家
屋
で

す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

き
動
の
会
員
委

き
動
の
会
員
委

6

。
た
し
ま
し
を
査
審
の
件
案
託
付
で
会
員
委
任
常
各
会
例
定
月

。
す
で
り
お
と
の
次
、
は
果
結
査
審
の
会
員
委
任
常
の
れ
ぞ
れ
そ

境
環
市
都

　

育
教
生
民

　

務
総
画
企

　

算
決
算
予


